
■ジオパーク散歩のご案内

参 加  費 ： 300 円
飲み物、 雨具等持参
自然観察のできる服装
でご参加ください。

　10 月開催の現地集合現地解散型ツアー「ジオパーク散歩」の参加者を募集します。ジオガイド

と一緒に歩きながら、身近な「なぜ」について学んでみませんか？

　参加ご希望の方は、開催日直前の営業日までに協会事務局までお申込みください。

　※参加受付は先着順です。定員に達し次第受付終了となりますのでご注意ください。

時　　間：9:30 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:15 ～）

見学場所：称名滝

集合場所：称名滝バス停

定　　員：15 名

「発見に満ちた
　　　　　称名滝」

時　　間：9:30 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:00 ～）

見学場所：竹内天神堂古墳

　　　　　無量寺　ほか

集合場所：越中舟橋駅前

定　　員：15 名

「竹内天神堂古墳と
　ばんどり騒動の里めぐり」

時　　間：10:00 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:30 ～）

見学場所：本宮砂防堰堤

集合場所：本宮砂防堰堤駐車場

定　　員：15 名

「洪水災害を防ぐ
　　　　砂防堰堤」

10/３( 木 )10/２( 水 ) 10/８( 火 )

落差日本一の称名滝の誕生

と大地の関係について学ぼ

う！

国の重要文化財・本宮砂防

堰堤の歴史や仕組みについ

て学ぼう！

竹内天神堂古墳などを巡りな

がら、土地の成り立ちと私た

ちとの関わりを学ぼう！

時　　間：9:00 ～ 12:00

　　　　　（受付8:50～）

見学場所：馬場島

集合場所：馬場島荘前

定　　員：15 名

「みたことあるけ
　　馬場島の巨大杉」

10/10( 木 )

剱岳・早月尾根のふもとに

1000 年も生き続けている巨

樹に会いに行こう！

時　　間：9:30 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:00 ～）

見学場所：常願寺川公園ほか

集合場所：常願寺公園

　　　　　管理棟そば駐車場

定　　員：15 名

「常願寺川中流の
　　　　自然と歴史」

時　　間：9:00 ～ 12:00

　　　　　（受付 8:30 ～）

見学場所：愛本新段丘、

　　　　　墓ノ木水神社ほか

集合場所：中ノ口緑地公園

　　　　　北側駐車場

定　　員：15 名

「黒部川扇状地形成
　　の歴史を考える」

時　　間：9:30 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:00 ～）

見学場所：粟巣野周辺

集合場所：あわすのスキー場

　　　　　ミレット駐車場

定　　員：20 名

「今明かされた、幻の
　ミズバショウ群生地を辿る」

10/16( 水 )10/10( 木 ) 10/20( 日 )

川沿いの自然や水害を防ぐ

堤防の役割などについて学

ぼう！

ミズバショウ自生地を辿り

ながら、粟巣野の自然につ

いて学ぼう！

黒部川扇状地の成り立ちや、

扇状地上の人々の暮らしな

どについて学ぼう！
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■ジオパーク関連イベントのお知らせ

第 12 回大地を探るリレー講演会

火山噴火の仕組みと災害、
近年の地震災害から

【日　時】 9月 4日（水）15:00 ～ 17:00（開場：14:50 ～）

【会　場】富山市科学博物館 多目的学習室

【参加費】無料（申込不要）

●講演１『火山噴火の仕組みと災害』　

　　　　 宇井 忠英 氏（北海道大学名誉教授）

●講演２『近年の地震災害から』

　　　　 伊藤 和明 氏（元立山カルデラ砂防博物館名誉館長）

〇話題提供 火山防災の取り組みについて

　　　　　　磐梯山ジオパーク、箱根ジオパーク、

　　　　　　伊豆大島ジオパーク、島原ジオパーク

立山カルデラ砂防博物館フィールドウォッチング

秋の称名滝と
　常願寺川砂防治水探訪

　常願寺川をたどりながら、動植物、大転石、

砂防治水施設等を見学します。

【日　時】10 月 14 日（月・祝）8:00 ～ 17:00

　　　　　※申込受付は 9/14 ～

【対　象】小学３年生以上

　　　　　（小・中学生は保護者同伴）

【参加費】3,500 円（小学生 2,000 円）

　　　　　※お弁当代、保険料など

【定　員】20 名（要申込・先着順）

【お申込み・お問合せ先】

　立山カルデラ砂防博物館学芸課

　TEL:076-481-1363

■立山黒部ジオパーク 最近のできごと

◎「TKG ジオカフェ in 彩（さい）」を開催しました！
　8 月 22 日（木）に、黒部市生地にある「お惣菜とコー

ヒー＆ランチ 彩」にて、“ジオカフェ”を開催しました。

“ジオカフェ”とは、地元の喫茶店などに、立山黒部ジ

オパークや会場のお店、当日の話題に興味のある人が集

まり、食事や飲み物を楽しみながら提供された話題や地

域のことについて語りあう活動です。この日は 14 名の

方に参加していただき、はじめに素朴でやさしい味の料

理をいただきました。その後、生地の清水で淹れた美味

しいコーヒーとケーキを楽しみながら、立山黒部ジオ　

パーク協会の山岡専門員のお話を聞きました。今回の話題はパキスタン旅行記！　先月、山岡専

門員が旅をしてきたパキスタン北部地域について、たくさんの写真を交えながら紹介してもらい

ました。参加者の方々は、初めて見る異国の風景に興味津々の様子でした。

　ジオカフェは今後も各地で開催していく予定です。日程や会場等決まりましたら、協会ホーム

ページ等でお知らせします。皆さまのご参加をお待ちしています。



■ジオガイドと行く「黒部峡谷たっぷりまんきつ旅！」

　トロッコ電車の終着駅“欅平”をガイドと散策しながら、秘境 黒部峡谷を満喫するツアーです。当日は

猿飛山荘にて、新鮮で美味しいイワナ定食や、マグマが沸かす天然温泉をお楽しみいただけます。ぜひお誘

い合わせのうえ、お申込みください。

【開催日】

　９月 17 日（火）　　９月 23 日（月・祝）

　10 月 12 日（土）　 10 月 27 日（日）

【定員】

　各回 20 名（最小催行人員８名）

【旅行代金】

　大人 8,000 円　小人 6,000 円（６歳以上 12 歳未満の方）

　※トロッコ電車運賃、昼食代、入浴代、ガイド料が含まれます

詳細については、黒部・宇奈月温泉観光局公式サイト（https://www.kurobe-unazuki.jp/）をご覧ください。

【お申込み・お問合せ先】

　一般社団法人　黒部・宇奈月温泉観光局　

　TEL：0765-57-2850（平日 9:00 ～ 17:00）

■湯の街ふれあい音楽祭モーツァルト＠宇奈月

　「湯の街ふれあい音楽祭モーツァルト＠宇奈月」が、9 月 14 日（土）～ 16 日（月・祝）の３日間、

宇奈月温泉街で開催されます。立山黒部ジオパーク拠点施設の「わくわく広場 うなジオ」も街角コ

ンサートの会場になっています。街中が音楽であふれる楽しく優雅な宇奈月温泉街を、散策してみて

はいかがでしょうか？

　なお、期間中はうなジオにジオガイドも常駐しています。ぜひうなジオにもお立ち寄りください。

☆コンサートの開催場所やプログラムなどについては、

　「湯の街ふれあい音楽祭モーツァルト＠宇奈月」ホームページ

　（https://mozart-unazuki .homepagine.com/）をご覧ください。

■ジオパーク関連イベントのお知らせ

魚津埋没林博物館　ジオパーク普及講座

　急流河川片貝川河口周辺で、河口の地形や石ころ、

植物、野鳥などを観察します。

河口観察 パート２　片貝川

【日　時】９月 22 日（日）13:00 ～ 16:00

【場　所】片貝川河口周辺

　　　　※埋没林博物館集合・解散

【参加費】500 円

【定　員】20 名（先着順、申込受付 9/1 ～）

【服装・持ち物】

　　　　飲み物、自然観察のできる服装、雨具など

【お申し込み・お問合せ先】

　魚津埋没林博物館　

　TEL:0765-22-1049



■協会会員企業の紹介

立山黒部ジオパーク協会の会員企業を、五十音順（昇順、降順で各１社ずつ）でご紹介していきます。

■たてくろ　見どころ紹介コーナー

　富山県朝日町を流れる境川沿いには、来馬層群と呼

ばれる中生代ジュラ紀前期（約 1億 9000 万年前）の地

層が分布しています。この時代、日本はまだ島国になっ

ておらず、中国大陸の一部でした。陸域には恐竜が生

息しており、海域ではアンモナイトが繁栄していまし

た。来馬層群からは、アンモナイトや二枚貝の化石を

はじめ、大型は虫類であるクビナガリュウの歯の化石

もみつかっています。

　イカやタコの仲間であるアンモナイトは、当時世界

的に広く分布しており、時代の経過とともに殻の形が

アンモナイトが泳ぐ海 ～太古の化石が眠る川～

来馬層群のアンモナイト化石

変化するという特徴があります。このためアンモナイトの化石は、地層が溜まった時期を知る上で重要な

指標（示準化石）となります。現在、化石が産出する場所は県の天然記念物に指定されています。


